 日本建築法制会議 第８６回総会 議事録
日　時：　２０１７年６月１３日（火曜日）１３時３０分～１６時
場　所：　東京都中央区　 京橋区民館　４号室洋室
出席者：　６名（敬称略・50音順）　大山 宏、竹川忠芳、辻　英一、濱田正勝、真柄栄毅、柳沢孝次、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
☆提出資料（濱田 正勝）
・「収束しない「豊洲移転」問題」、濱田正勝、平成２９年６月１３日
・【築地再整備案に影響も　土壌から有害物質　広範囲】、日本経済新聞、２０１７年５月２６日
⇒将来の使い道をしっかりと考えて再整備することが肝要である。
・「日本の科学力の失速と高等教育の無償化案」、濱田正勝、平成２９年６月１３日
・【「日本の科学力失速」　この１０年で　ネイチャー誌が特集】、日本経済新聞、２０１７年３月２７日
・「教育予算を考える㊤ 「質」の確保へ国家戦略を　、中室牧子、日本経済新聞、２０１７年５月２６日

⇒人を育てるという社会をどうやってつくるか！　若い同世代人口：１２０万人！
☆提出資料（辻 英一）
・地震被害で有罪判決　なぜ構造設計者に責任？、福田晴政、日経アーキテクチャ、２０１６－３－２４
・業務上過失致死傷被告事件、東京高等裁判所判決/平成２８年（う）第５３６号
⇒コストコ多摩境店立体駐車場スロープが崩落。車３台が下敷きになり、2人死亡、6人重軽傷。
⇒・・・逆転無罪判決。これが確定判決だったのでは？
・「緊急レポート」判決は、久留米市のずさんな建築確認を擁護！、２０１７年４月１４日
http://www.data-max.co.jp/290414_ns01/
☆提出資料（大山 宏）
・「アクセルとブレーキの常識覆す　踏み間違い防止ワンペダル脚光　
玉名の企業、事故多発受け開発【熊本県】」、西日本新聞、２０１７年５月２６日
・「左足アクセルなら、すぐ普及する」http://blog.livedoor.jp/shimuratakeyo/archives/55732896.html
⇒踏み間違い防止の提案イロイロ。自動運転普及でも既存車対策は必要。
・「耐震見直しで館山市困った　第三中学校舎の建て替えも視野」、東京新聞、２０１７年６月６日
⇒耐震診断で食い違うのはありふれた事象ではないか。

・「マンション訴訟　敷地に戸建て住宅　「撤去」の訴え退ける　「生活環境侵害」認めず　東京地裁判決」、
毎日新聞、２０１７年４月２８日
⇒駐車場転売で容積率不足。

・「「設計図はどこ？」確認できない資産価値のリスク～欠陥マンション構造研究会」、
　　http://www.data-max.co.jp,２０１７年５月２３日
・「札幌高裁、刑事裁判の即日判決９１％　他高裁は１割切る」、朝日新聞、２０１７年４月６日
・【健全な法治国家のため声をあげる市民の会は、学校法人森友学園に対する国有地売買において、近畿財務
局および財務省が、公証記録を廃棄した事件について近畿財務局および財務省財務省官僚を、公用文書等毀棄罪で、刑事告発いたしました】」、健全な法治国家のために声をあげる市民の会、2017年5月15日

・「森友・加計問題を考えるシンポジウム」、健全な法治国家のために声をあげる市民の会、
　日時：２０１７年６月１３日　（火）ＰＭ　２：３０～４：３０、　会場：　衆議院第一議員会館

・「一級建築士免許裁判、残された「構造設計一級建築士」の疑問（前）・（中）（後）、仲森昭二
、http://www.data-max.co.jp  、２０１７年４月７日
・「足りぬ研究費、接近する軍事　科学者の責任、どう考える」、朝日新聞、２０１７年４月５日
・「科学技術立国の堅持へ大学改革を」、日本経済新聞、２０１７年４月１６日
・「そこが聞きたい「軍事研究否定」の声明　日本学術会議検討委員長・杉田敦氏、毎日新聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、２０１７年４月１７日
・「陛下　退位議論に「ショック」　宮内庁幹部「生き方否定」」、毎日新聞、２０１７年５月２１日
・「＜社説＞天皇退位法案　「象徴」の役割含め論議を」、琉球新報、２０１７年５月２１日
・「【社説】 憲法７０年に考える　大島大誓言が教えるもの」、東京新聞、２０１７年５月４日
⇒終戦後、日本から切り離しの伊豆大島。立憲主義・主権在民・平和主義を基本原理に。

・「沖縄の自治権強化求める　憲法審で参考人４人全員」、東京新聞、２０１７年４月２１日
・「沖縄本土復帰４５年　今なお遠い憲法　安保優位、続く米軍特権」、東京新聞、２０１７年５月１５日
・「基地問題、知らなすぎる？　沖縄と本土の「温度差」は」、朝日新聞、２０１７年５月１４日
☆提出資料（真柄 栄毅）
・「聴竹居」：建築家・藤井厚二（1888－1938）の自邸：京都府山崎町天王山の麓に創建時
（1928年築）と変わらぬ姿で建つ（2017年5月19日に重要文化財となることが決定）
